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第９回全国学生ワークショップから

第9回
全国学生ワークショップ実行委員長

岩手医科大学 高橋寛

日本薬学会第９回全国学生ワークショップ

プログラム概要

８月１０日（土）
10：55 第一部 「私たちの歩み：過去、現在、そして未来」
13：15 第二部（Ⅰ） 「未来の医療を想像してみよう！」
15：20 第二部（Ⅱ） 「これからの薬学に求められること」
17：20 教育講演1 「今、私が取り組んでいること、そして夢」
19：20 情報交換会
23：00 終了

８月１１日（日）
8：30 アンケート結果報告
8：35 第三部（Ⅰ）「どんな医療・社会を創っていくのか？」
10：30 教育講演2 「薬剤師に求める医療人としての心構え」
11 : 00 第三部（Ⅱ）「どうやって未来を創るのか？」
13：55 第四部 「10年後の薬剤師について：薬学会会頭、厚生労働省と

の情報共有」
15：40 解散

日本薬学会
高倉 喜信 会頭

開始３分、
みんな友達！

プレゼンは、
任せろ！

OBの講演 “夢を語る”

第三部

医療・社会への貢献
～私たちで未来を創ろう～

セッションⅡ

どうやって未来を創るのか？

セッションⅠ
どんな医療・社会を創る？
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2

未来の医療、社会

発表フォーマット

ⅠC 班

20年後

未来の医療、社会
の薬剤師像

・物流と人材のボーダーレス化
・頑張って健康になるよりも無意識に健康となるような世の中

・薬局の機能の限定化（薬局の地域の登録制）
→レベルの高い薬局だけが残る、薬剤師の評価制
・行政などと連携した健サポ（大きい規模、広告力UP）
・来局者のトリアージ（受診勧奨、セルフメディケーション）

・AIと患者の間をつなぐ役割（患者の心を支える）
・機械に負けない人間性、薬剤師の育成
・心理カウンセリング的な薬剤師
→薬剤師について適正テストがある
→業務に対する患者からのフィードバック
→患者の声をもっと早期から臨場感を持って聞ける機会を
→勉強しなおしたいと思ったときにもう一度勉強できる場づくり

I C班第三部 セッションⅡ

20年後に向けて、必要なこと準備すること！

最優先で実現させたいもの： 薬剤師の資質評価
〇適正テスト
・知識、技能、態度

→ポイント制、自己分析、人間性
〇教育プログラム
・早期から実臨床実習
→1年生から命を感じる機会に立ち会う（看取り、出産とか）
・臨床の先生の講義（より学問的に！！）
・能動的機会の作成（学生フォーラムとか）
→職能、使命を感じられるような
・OSCE時の面接を厳しくする
〇患者からのFB機能→自分から取りに行く
・かかりつけ薬剤師に点数を
・臨床に関する卒後研究の充実

どうやって未来を創る？

未来の医療、社会

発表フォーマット

Ⅲ-A班

20年後

未来の医療、社会
の薬剤師像

・予防医学の分野にかかわる
（スポーツ、運動についての知識を身につける）
⇛教育を若い時期から

（ALL薬剤師）
・AI製造、教育にかかわる薬剤師

（医療の細分化に伴う社会変化）
・薬の専門的な知識、個人差を見分ける病態知識を持つ
薬剤師
・臨床研究に携わる⇛知識を生み出す薬剤師
・情報を収集、発信することのできる薬剤師

Ⅲ-A 班第三部 セッションⅡ

20年後に向けて、必要なこと準備すること！

最優先で実現させたいもの：薬剤師の地位向上
→ 薬学カリキュラムの改良

6年間の教育
 ITの授業→低学年から学ぶ
ex)情報活用の方法、EBM、AIの限界

情報の取捨選択
 プレゼン能力の向上
 他職種との共同研修※
ex) 医療従事者以外にも他学部

（薬-工連携など）
 心理学などを通して「患者」を意識した授業
ex) 答えのない授業、SGD

どうやって未来を創る？
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01心構え

02患者視点

03コミュ力

04チーム医療

05科学力

06薬物療法

07地域医療

08研究能力

09自己研鑽

10教育能力

薬剤師として求められる基本的な資質に関するアンケート（結果）

十分身についた
ほとんど

見についていない

20年後の未来を想像しました！

7

8

9

10

11

12

84

総務１０
長方形



3

ご清聴ありがとう
ございました。

彼らが創造する未来とは？

13
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ⅠA班 

セッション2 「ディプロマポリシーを作ろう」 

「2030年、社会が望む薬剤師の資質・能力」を踏まえ、【教育研究上の目的】ならび

に【ディプロマ・ポリシー】を作成し、以下の通りとした。 

 

教育研究上の目的：社会の変化と多様性に対応し、国民の医療・福祉に貢献できる志

の高い人材を育成する。 

ディプロマ・ポリシー（DP）： 

DP1. 多様な場面で相手の意図を理解し、相手に合わせた表現で必要な情報を伝え

て、適切な医療を実践する。 

DP2. 自ら課題を探し、情報を収集・精査し、科学的な根拠に基づいた自分の意見を

提示した上で、課題を解決する。 

DP3. 社会に関心を持ち、最新技術を駆使しながら、社会の変化と多様性に対応す

る。 

 

 「2030年、社会が望む薬剤師の資質・能力」で考えた資質・能力をグループ分け

し、ディプロマポリシーの作成を行った。 

「①患者さんの気持ちを引き出し、患者さんの未来を考えて行動できる能力」「②

多様性に対応できるコミュニケーション能力」に対して、コミュニケーション能力に

関する目標を作成した。相手に伝えるだけでなく、相手の発する意図をくみ取れる能

力が必要だとの意見があった。また、このコミュニケーション能力を持ちながら、医

療実践が行えることをDP1とした。 

「③自ら課題を探し、解決するために必要な行動に移す能力」「④科学的な根拠に

基づき自分の意見を提示できる能力」に対する目標を作成した。現在の学生に対する

意見として、課題、問題となることを見出す力、疑問に思う力が弱いのではないかと

の意見があり、自ら課題を探す姿勢が重要となった。また、膨大な情報があふれる

中、適切に情報を精査する能力が必要であり、最終的に問題を解決できることをDP2と

した。 

今回のワークショップの初めにテーマとなった2030年に社会が望む薬剤師像から、

「⑩社会に関心を持ち、デジタル化に対応、AIを適切に扱う能力、少子高齢化、政治

に働きかける能力」の資質・能力が挙げられた。時代の変化・技術に対応し、新たな

業務を先んじて生み出す態度が必要であるという意見になった。また、受け身ではな

く、社会に関心を持って自ら対応できる能力が必要との意見を組み込み、DP3とした。 

他に出された資質・能力は以下の5項目あり、「⑤他職種、多職種で連携できる能

力」「⑥新規業務を開拓できる能力。調剤以外の職能、セルフメディケーションな
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ど」「⑦在宅、服薬管理、支援などで、地域医療に貢献できる能力」「⑧医療費の削

減を考える能力」「⑨薬剤師の存在価値を上げる能力」である。これらの項目は、現

在の医療現場で求められている能力が多く含まれている。また、未来の薬剤師像とし

ての新たなニーズを読み取る能力や新しい業務を開拓する能力も含まれている。この

ため、DP1の適切な医療を実践する、及びDP3の社会の変化に対応するに組み込まれる

内容と考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅠB 班 

第 2 部セッション 2「ディプロマポリシーを作ろう」の作業に先立ち、セッション 1 の

KJ 法により抽出された「2030 年、社会が望む薬剤師の資質・能力」について見直しを

行った。 

まず、セッション１では挙げられていなかった「社会の変化に対応できる」という資

質・能力を追加することにした。この点は、他の様々な能力・資質にも関連するが、特

に卒業後、社会の変化に応じて自己研鑽することとの関連が特に強いであろうというこ

とから、生涯学習の資質・能力として加えることにした。さらに、生涯学習については、

「主体的に」取り組むことが求められるということから、この文言を資質・能力に追加

した。 この時点で、薬学生の資質・能力を評価する上で、「生涯教育」と「人材育成」

が 1つの資質・能力としてまとめていたが、これらについては分けた方がそれぞれのパ

フォーマンス評価をしやすいであろうとの意見が出され、個別の項目とすることにした。

また、最終的にはジェネラリストであり、かつ何らかの領域のスペシャリストでもある

存在になってほしいとの考えから、これらの項目を 1つの資質・能力として挙げていた
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が、それぞれの性格が異なるため、分けた方が評価を行いやすいとの考えから、個別の

資質・能力として挙げることとし、ジェネラリストとして診療科横断的に薬物療法が行

える能力を身に付けてほしいとの思いを書き加えた。 

これらの議論を経て、最終的に I-B 班として作成した「2030 年、社会が望む薬剤師の

資質・能力」は図 1に示したものとなった。 

 

図 1 作成した「2030 年、社会が望む薬剤師の資質・能力」 

 

これらの「社会が望む薬剤師の資質・能力」を基に、教育研究上の目的およびディプ

ロマ・ポリシーの作成を行った。まず、教育研究上の目的を定める上で、セッション 1

で挙がった社会が望む薬剤師像を文字に起こすという観点から検討を行った。 

まず、普遍的なことではあるが重要な点として、“患者主体の医療提供”というキー

ワードが挙げられた。しかし、“患者”とした場合、健常な方の疾病予防が対象から外

れてしまうという指摘があり、“地域住民の健康管理”という言葉も含めることとした。

また、薬学部としての特色を出すために医療ではなく“薬物療法”とする案も提案され

たが、多職種と連携した医療の提供をイメージした場合、薬物療法に限定するのではな

く、医療とする方が適していると考え、“医療”とすることにした。この段階で、これ

らの医療や健康管理を実践できる“医療人”を育成することを目的として挙げたが、こ

のままでは薬剤師としてのイメージが弱いとの意見があり、“幅広い分野で活躍できる

薬剤師”の育成を目的として定めた。ここで研究の面について言及されていないのでは

ないかとの意見が出されたが、“幅広い分野”という用語の中に包含されていると捉え、

新たに加えることはしなかった。このような議論を経て、教育研究上の目的について大
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まかに目指すところが明らかとなってきたため、それを基にディプロマ・ポリシーの作

成を行い、その後に修正を加えることとした。 

ディプロマ・ポリシーを作成する上で、必ず必要になる点として医療倫理が身につい

ていることが挙げられた。この点については、現時点でも必要とされるものではあるが、

時代が変わっても普遍的に必須であることからディプロマ・ポリシーとして策定するこ

ととした。患者の気持ちや訴えを聴くことができる、また患者の利益を損なうことの無

いよう配慮できるようになって欲しいとの願いから、1つ目として「患者の意思を尊重

し，最適な医療を考えて提案する」と定めた。最適な医療を考えて“提供する”とする

かについて検討されたが、卒業時で提供できるレベルに到達するのは困難であろうとの

意見から、“提案する”とすることになった。 

2 つ目のディプロマ・ポリシーとして、課題発見・問題解決について検討を行った。

科学的にエビデンスに基づいた問題解決は研究の要素も含まれ、生涯学習にもつながる

重要な内容であるとの意見が出された。ここで、エビデンスについてはエビデンスを“収

集する”という側面と“作り出す”という側面があるとの意見が出された。卒業時まで

にエビデンスを作り出すところまで到達するのは困難だが、エビデンスを収集すること、

またその方法を知っているところまでは到達できるはずだという結論となった。このよ

うな議論から、「問題点を発見し，解決策を見出すためのエビデンス収集に取り組める」

と定めた。 

3 つ目のディプロマ・ポリシーとして、多職種連携に関する検討を行った。実際に“多

職種”と連携するのは大学という場では困難であろうとの意見から、“他者と協働する”

という言葉を用いる案が提案されたが、チーム医療の一員として情報収集や提供を行え

るようになってほしいと点もふまえ、“患者”、“多職種”という言葉を使用した方が明

確になるという結論に至った。このような議論から「チーム医療の一員として患者や多

職種とコミュニケーションを取ることができる」とした。 

4 つ目のディプロマ・ポリシーとして、地域医療への貢献について検討を行った。最

初に考えられた案は、“地域住民の健康増進、疾病予防に取り組める”というものであ

った。しかし、卒業時に実際に取り組むところまで求めるのは難しく、ハードルが高く

なりすぎるのではないかとの意見があったことから、“意識をもつ”ことに留めること

にした。また、“地域包括ケア”というキーワードを追加し、「地域包括ケアに貢献でき

るよう，地域住民の健康増進・疾病予防を意識する」とした。 

5 つ目のディプロマ・ポリシーとして、生涯学習について検討した。生涯学習を実際

に行うのは卒業後ではあるものの、学生時代のうちにその意識を持ってほしいとの意見

が出された。具体的には、社会の変化や医療の進歩に関心を持ってほしいという意見が

出され、このような観点については卒業時に“自己研鑽”するところまで求めても良い

のではないかという結論となった。これらの議論から、「社会の変化と医療の進歩に関

心を持ち，自己研鑽する」と定めた。 
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この段階で作成した教育研究上の目的について見直しを行い、余分な修飾語、形容詞

を省いて「地域住民の健康管理と患者主体の医療提供を実践できる薬剤師を育成する。」

とした。さらに、ディプロマ・ポリシーについて見直しを行った。1 つ目の「患者の意

思を尊重し，最適な医療を考えて提案する」については、患者だけでなく患者の家族の

意思も考慮する必要があるという意見があり、「患者や家族の意思を尊重し，最適な医

療を考えて提案する」とした。また、4つ目の「地域包括ケアに貢献できるよう，地域

住民の健康増進・疾病予防を意識する」について、意識するだけでは弱く不十分であろ

うとの考えから、「地域包括ケアに貢献できるよう，地域住民の健康増進・疾病予防を

立案できる」と変更した。ここまで検討した段階で、いずれのディプロマ・ポリシーに

も薬に関する記述がないという意見が出た。このことから 2つ目のディプロマ・ポリシ

ー「問題点を発見し，解決策を見出すためのエビデンス収集に取り組める」の出だしを

“薬物療法における問題点を発見し”、と変更する案が挙がった。しかし、このディプ

ロマ・ポリシーには研究に関する資質・能力を含んだものとして考えているため、この

変更は妥当ではないと判断された。そのため、薬物療法に関する内容を追加することと

し、「医薬品に関する知識・技能を持ち，薬物療法を実践する」を追加し、記載順とし

ては一番初めに記載することに変更した。これらの検討の結果、発表時点までに作成さ

れた I-B 班のディプロマ・ポリシーは、図 2のとおりである。 

図 2 発表時点でのディプロマ・ポリシー 
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このディプロマ・ポリシーについて発表および質疑応答が行われた。質疑応答の中で、

教育者としての指導能力についてディプロマ・ポリシーへの反映が弱い印象を受けると

の指摘があった。指導能力については、自己研鑽の延長線上にあるとの考えまではコン

センサスが得られたが、具体的にディプロマ・ポリシーに反映することができなかった

旨の回答を行った。この指摘を受け、次のセッションで自己研鑽に関するディプロマ・

ポリシー「社会の変化と医療の進歩に関心を持ち，自己研鑽する」に、後進だけでなく

同僚なども含めた「他者」の育成に関する内容を追加することとし、「社会の変化と医

療の進歩に関心を持ち，自己研鑽し、他者の育成にも活かす」と修正した。最終的に完

成したディプロマ・ポリシーは、図 3 のとおりである。 

図 3 修正後のディプロマ・ポリシー 

 

ⅠC 班 

セッション 2 「ディプロマ・ポリシーを作ろう」 

セッション 2では、前セッションでまとめた資質・能力をもとに教育研究上の目的を

文章化した。そして、この教育研究上の目的に基づき、「どのような学修成果をあげれ

ば、卒業を認定するか」の具体的な方針となるディプロマ・ポリシーの作成を行った。

ディプロマ・ポリシーは、学習者の能力を観察可能・評価可能なパフォーマンスとして

示す必要があるため、この点に留意しながら議論した。 

我々が挙げた 7 項目の資質・能力はいずれも欠くことのできないものであると考え、
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これらすべてを含む文章として、次のように表現した。 

【教育研究上の目的】 

医療人としての倫理観を持ち，職務上で生じる問題を自ら発見、論理的に解決

できる研究能力を有し、医薬にかかわる情報を収集、発信し、多職種、患者との

適切なコミニュケーションを図り、広い視点をもってたゆまず自己研鑽し、地域

社会に還元できる資質・能力を持つ人材を育成する。 

 

文章化した教育研究上の目的を達成するために必要となるディプロマ・ポリシーの作

成を行った。議論の範囲を絞るかどうか悩んだが、KJ 法において島の名札として挙げ

た 7項目のすべてが教育研究上の目標に対して不可欠であると考え、文章として明記し

た内容を達成するために必要となるパフォーマンスを意識しつつ、それぞれに対応した

ディプロマ・ポリシーを作成した。 

まず、「医療人としての倫理観を持つ」ことについて議論した。教育研究上の目的に

おいて文章の書き出しに記述したこの倫理観というものは、薬剤師にとってとても重要

なことである。なぜなら、薬剤師の業務は人の生死に関わるからである。現在の薬学教

育においても重要視されており、既に低学年次から実施している大学もあった。これは

薬剤師としての責務を果すうえで必要不可欠なものであるということで皆の意見が一

致した。そのため、これを 1つめのディプロマ・ポリシーとした。 

次に、「職務上で生じる問題を自ら発見、論理的に解決できる研究能力を持つ」こと

について議論した。これは、薬剤師としての専門性が試される部分である。薬剤師は薬

のスペシャリストでいる必要があり、多職種と明らかに違わなければならないところで

ある。そのため、これを 2つめのディプロマ・ポリシーとした。 

「医薬にかかわる情報を収集、発信する」ことは、膨大な情報の中から最適な情報ツ

ールを用いて必要とする情報を抽出し、他者へ正確に伝えるために必要な能力である。

特に薬物治療に関する知識は薬剤師にとって絶対に必要なものであり、エビデンスの収

集やそれに基づく論理的思考が求められる。そこで、これを 3 つめのディプロマ・ポリ

シーとした。 

「多職種、患者との適切なコミュニケーションを図る」ことは、チーム医療を行う上

で必要となるだけでなく、患者に寄り添った治療を行う上でも重要となる。これは 2つ

目のディプロマ・ポリシーに含まれる情報発信とも関連することであるが、医療へ積極

的に関わるためにも大切であるため、4つめのディプロマ・ポリシーとした。 

「広い視点をもってたゆまず自己研鑽する」ことは、医療の進歩に対応するために怠

ってはならないことである。医療に関わる多方面に目を向け、時代の変化を捉えつつ継

続して学ぶことが薬剤師には求められる。これを 5つめのディプロマ・ポリシーとした。 

前述の 5つのディプロマ・ポリシーを踏まえたうえで「地域社会に還元できる」こと

が、当グループ（I-C 大学）において最も焦点を置いている目的となる。前述のさまざ
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まな目的を達成しても、その知識や技術を社会に還元できなければ意味がない。自分自

身がいる地域への愛を持ち、その地域の人々との関わり合う中で持ち合わせる能力を発

揮することが、10 年後の薬剤師に求められるのではないかということで、6 つめのディ

プロマ・ポリシーとした。なお、発表前は「地域社会」という言葉を用いていたが、後

に再検討した際に「地域社会」という表現が曖昧であると考え、医療人としての部分を

強調するためにも「地域医療」という言葉で置き換えた。 

最後に「人材を育成する」ことについて議論した。医療は一過性のものではなく継続

的に行われるものである。自分自身の能力を継承するうえでも更新緒育成は必須である。

次世代の薬剤師を育成するという意識を持つべきという考えを具体化するため、7 つめ

のディプロマ・ポリシーとした。 

以上の議論を経て、教育研究上の目的として明記した内容を達成するために必要とな

る下記 7つのディプロマ・ポリシーを完成させた。 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

1. 人の尊厳を重視し、医療人としての倫理観を持って行動する。 

2. 地域を愛し、地域の人々と交流し、地域医療に貢献する。 

3. 広い視点を持ち、時代の変化に適応するべく、継続して自発的に学ぶ。 

4. 多職種と協働し、患者の立場に立ってコミニュケーションする。 

5. AI 等の情報機器を活用し、医薬に関する情報を収集し、発信する。 

6. 薬学的知識・技能を用い、自ら問題を発見し、論理的に解決する。 

自身の学修成果をもって、後進を指導し、次世代の薬剤師を育成する。 

 

ⅡA 班 

セッション 1の SGD では、10 年後の 2030 年の薬剤師はどのようであるべきかが議論さ

れた。その中で 2030 年の日本では、AI技術が著しく進歩すると共に、医療技術や社会

生活も大きく変わっていることが予測されることから、10 年後の薬剤師は、最先端医

療の進歩、国際交流の進展、新たな医療資格や業務の拡大、超高齢社会の到来などに対

応する必要性があることが、セッション 1の SGD で指摘された。そのため、そのような

社会の流れを敏感に察知し、その情報を収集・分析して状況を理解した上で、自ら課題

を設定して、問題を解決するための対策を講じることができる薬剤師が今後は特に求め

られる。そこで、セッション 2では、先ず、目標とする薬剤師像として、薬のスペシャ

リストとしての知識・技術を有することに加え、常に自己研鑽を重ねて、その時その時

の社会のニーズに対応できる資質・能力を持ち合わせた薬剤師を設定した（我々は「ス

ーパー薬剤師」と表現した）。そして、卒業後でもその延長線上に存在するのはスーパ
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ー薬剤師としての目標像であり、その目標に向かって自助努力できる素質を持った人材

を薬学教育を通して育成することを大学での高等教育の目的とした。以上のことを踏ま

えて、教育研究上の目的を「医療人としての本質的な心構え、高度な技能・知識、問題

解決能力を有し、変化する社会に的確に対応・貢献できる人材を育成する」と表現した。 

次に、上記の「教育研究上の目的」を達成するためのディプロマ・ポリシー (DP) につ

いて議論した。DP の作成にあたっても、セッション 1において整理された 10 年後の薬

剤師に必要な資質・能力のまとめを軸にして、各グループを下記に示した観点からさら

に整理し、その内容をパフォーマンスとして具現化する作業を行った。 

 DP の記載順に関しては、初めにくるものは、やはり根幹となる部分である薬剤師と

しての態度・技能・知識が最も大切であることで意見が一致した（我々の KJ 法に

よる整理では家の土台に相当する:「心構え」「薬剤師に必要な技能・知識」）。 

 次に、薬剤師としての能力を適切に発揮するためには、常に問題意識を持って自ら

考え行動できることが必要となる（これは居住空間に入る為の扉になる:「問題解

決能力・研究能力」）。 

 そして、今後の薬剤師は、増大する地域連携業務(在宅や地域医療など)や顕著化す

る超高齢社会と国際化に柔軟に対応して地域や国際社会に貢献していくことが求

められ、その為には上述の主体的姿勢を持つことで、今後生ずる課題や問題を理解・

予測して適切に対応していく必要がある（居住空間での生活活動:「在宅・地域医

療」「新たな対応」「国際化」）。 

 最後に、AI 技術の進歩と共に医療分野の技術は大きく進歩し、その情報量も著しく

増加することが予測され、それら情報を薬剤師も常に収集・整理して活用していく

ことが求められるであろう（今後の生活を護る屋根となる部分:「最先端技術」）。 

以上の主旨に従って、DP の内容をまとめた。 

 

その後に開催されたⅡチーム 3班の合同発表会において、他の班やタスクフォースから

幾つかのご指摘を頂いた。まず、一つは、我々が使用していた「能力を有する」という

表現について質問を受け、この表現だと必ずできなければならないと意見を頂いた。

我々の主旨としては、能力の優劣を問うのではなく、卒業時にそれぞれの能力を遂行す

る姿勢・態度を身に付けることに重点を置いていたので、学生のレベル差を考慮し「～

できる」という表現に修正を行った。もう一つは、DP‐6 において、「活用するための知

識を有する」と表現していたことで「薬剤師は AI に使われるのか」という質問があり、

我々はあくまでも薬剤師が AI を活用していくことを前提としていたので、この点にお

いても「知識を活用できる」の表現に修正した。また、「超高齢化社会」としていたが、

正確には「超高齢社会」が正しい表現と指摘を頂いた。以上の意見を参考にして、最終

的に下記のプロダクトを作成した。 
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【教育研究上の目的】 

医療人としての本質的な心構え、高度な技能・知識、問題解決能力を有し、変化する社

会に的確に対応・貢献できる人材を育成する 

【ディプロマ・ポリシー】 パフォーマンスとして記載 

１．人類の健康に貢献するための使命感・倫理観に基づいた行動をする。 

２．薬に関する高度な技能・知識を備え、適切なコミュニケーションができる。 

３．主体的に問題に気付き、解決に向けた行動ができる。 

４．超高齢社会における地域包括ケアの重要性を理解し貢献できる。 

５．グローバルな視点を持ち国際化に対応する必要性を理解する。 

６．最先端技術の情報を収集し、得た知識を活用できる。 

 

ⅡB 班 

第二部「6年生課程の卒業時のアウトカムを考える」 

セッション 2「ディプロマポリシーを作ろう」 

 セッション 1 では、「6 年生課程の卒業時のアウトカムを考える」の第一段階目とし

て、KJ 法を用いて「2030 年、社会が望む薬剤師の資質・能力とは？」についての意見

の集約を行った。セッション 2 では、まず、セッション 1 で行った KJ 法により作成し

た各島の関連性と島の中の意見の再確認を行った。次に、KJ 法で設定した島の名前と

その中の意見を踏まえ、議論を進めた。その議論に基づいて、薬学教育を行う上での教

育研究上の目的とそれを達成するためのディプロマポリシーの作成を行った。 

 教育研究上の目的としては、KJ 法で設定した島の名前とその中の意見を討議、集約

し、「薬学的専門知識・技術を基盤とした最新の情報収集ができ、医療人としての高い

倫理観をもちつつ適切なコミュニケーションができる人材を育成する」とした。 

  [ディプロマ・ポリシー]、パフォーマンスとして記載する項目に関しては、以下の

5項目を設定した：1)研究マインドを持った思考力、2)医療人としての倫理観、3)薬剤

師としての専門性、4)最新の情報収集・精査能力、5)コミュニケーション能力。 

 次に、パフォーマンスとして記載するこれらの 5項目に関しての資質・能力を具体的

に表現するための議論を行った。 

 1)研究マインドを持った思考力は、問題解決能力などを養う研究が薬剤師の資質と能

力にとって根幹、基盤として必要であるとして最上段の 1番に置いた。 

 2)医療人としての倫理観は、死生観や尊厳死を理解するだけでなく涵養する能力も必

要との意見があったため、死生観や尊厳死を理解し、涵養する能力した。 

 3)薬剤師としての専門性については、薬剤師は薬学的知識と技能を有すること、適切

な薬物療法を実践できる必要があることなどの意見が出された。そのためには研究する

能力も考慮する必要があるとの議論があったため、適切な薬物療法や薬学研究開発を実
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践できる能力を追加することとした。最終的に、薬剤師としての専門性のパフォーマン

スは、高度な薬学的専門知識・技術を有し、適切な薬物療法や薬学研究を実践・推進で

きる能力及び新規の技術を基盤にした適応する能力とした。 

 4)最新の情報収集に関しては、どの観点からの情報であるかとの議論があった。そこ

で、薬のみでなく外国語や先端医療なども含んだ情報も考慮する必要があるとの意見が

出された。それらの意見を集約して、グローバルな視点を持ち、先端医療、個別化医療

にも対応できる幅広い医療の情報を収集し、適切に精査する能力とすることとした。 

 5)コミュニケーション能力に関しては、コミュニケーション能力には語学力やアウト

プットとしてのプレゼン力が含まれるなどの意見が出された。また、他職種との連携と

いった薬剤師以外の医療従事者や患者とのコミュニケーション能力だけでなく、地域医

療、セルフメディケーション、外国語などを考慮する必要があるとの意見が出され、議

論した。その結果、当初、患者と設定していたが、地域医療、セルフメディケーション

や予防医療などを考慮する必要があることから、患者を対象とするだけではなく地域生

活者を対象とすることとした。最終的にコミュニケーション能力のパフォーマンスは、

相手（医療従事者、地域生活者）と適切かつ多様な手段を活用してコミュニケーション

ができる能力とした。 

 以上の結果をまとめて、第 2部セッション 2のプロダクトとして、【教育研究上の目

的】と【ディプロマ・ポリシー】パフォーマンスとして記載（下図）を作成した。 

 

図：第 2部セッション 2のプロダクト（【教育研究上の目的】と【ディプロマ・ポリシ

ー】パフォーマンスとして記載） 
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ⅡC班 

第二部セッション 2 は、1)第一部セッション 1 で作成した島の名札を参考に KJ 法でま

とめた「2030 年、社会が望む薬剤師の資質・能力」7項目(図 1)の見直し、2)「教育研

究上の目的」の作成、3)ディプロマ・ポリシー（パフォーマンス）の作成の順に取り組

んだ。最初に、「2030 年、社会が望む薬剤師の資質・能力」7 項目の見直しは、学習成

果の評価方法の難易度に従い、「コミュニケーション」、「バイタルサイン」、「薬物療法

の最適化」、「問題を発見し解決する能力」、「情報マネジメント」、「地域の健康を支える」、

「医療人の心構え」の順で行った。特に、「資質・能力」で重要とした「医療人の心構

え」は、何を基準に大学で評価を行うかを議論し、大学の科目にある「医療倫理」を広

義の意味で採用することとした。その他の「資質・能力」の内容は、大きな変更なく採

用とした。次に、「教育研究上の目的」の作成に取り組んだ。作成するにあたり、「何の

ために、どのような薬剤師を育成するか」を明確にするために、目的と方針から討議し

た。そこで、まず、次世代の薬剤師を取り巻く社会（環境）に着目し議論した結果、1)AI・

ICT 等の技術の進歩により、いつでも、何処でも、誰とでもコミュニケーション（薬学

的知見や薬物療法なども絡めて）が取れる社会、2)国民個々のリアルタイム生理・医療

データ等が、情報集積基地に収集され、病院や薬局といった機関等に関係なく利活用が

可能な社会、3)1)・2)より、病院や薬局といった概念が無くなり、個々の薬剤師がかか

りつけ薬剤師となり、電子媒体等を介し、物理的には遠いが身近な存在として、よりプ

ロフェッショナルとして、患者や地域住民により寄り添うことが可能な社会の 3 つが想

定される社会として挙げられた。また、学生の進路先等社会における顕在・潜在的ニー

ズを十分に考慮したディプロマ・ポリシー策定についても念頭に置いて作成を継続した。

しかし、今回の設定が 2030 年と 10 年後の近い未来であったことから、さらに先を議論

する必要があるのではとの意見が出され、50 年後に生き残れる薬剤師を育成する方針
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で討議を進めた。なお、AI・ICT 等を活用できることが次世代の薬剤師の基本的な資質・

能力に必須との共通認識はあったが、その習得が薬学・医学における専門科目の習得を

凌駕して重要視されることがないよう注意しておくことが必要との意見も出された。結

果、「教育研究上の目的」は、KJ 法でまとめた資質・能力にコンピテンシーの観点を加

え、「国民の健康の維持・推進のために、AI・ICT 等を活用して患者の未病から看取りま

でを総合マネジメントできる学生を育成する」とした。次に、「ディプロマ・ポリシー」

は、パフォーマンスを意識して作成した。大学教員より、アウトカムを評価するにあた

り、学習成果＝評価項目の設定に関して、場面分け、状況設定、AI・ICT 等をすべての

項目に適応させるか、社会のニーズを何処まで大学で取り込むか、情報は収集止まりか・

発信までかといった確認がなされた。一方、現場の薬剤師からは、自ら考え行動できる

こと、臨機応変（柔軟）な対応が取れることの必要性が示され、他職種連携や薬薬連携

が当たり前のように教育されているが、実際は進んでいない現状について報告があった。

つまり、これまで大学で行ってきた評価方法を継続した場合、現行の SBOs 等での評価・

成果の枠を脱しない可能性が高く、社会のニーズに答えられないことが懸念されるとの

意見であった。そのため、「教育上の目的」と「ディプロマ・ポリシー」の作成は、大学

での現行の評価方法から構築するプロセスと「社会のニーズ」から新たな評価方法を構

築するプロセスのどちらの妥当性が高いか議論を行い、今回は「社会のニーズ」を優先

する方向で進めることとなった。以上の討議（図 2）を踏まえ、見直しを行った KJ法に

よる資質・能力の 7項目について、関連する項目を組み合わせ、4 項目のディプロマ・

ポリシー（パフォーマンス）を作成した。ディプロマ・ポリシーの各項目には、第 9 回
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全国学生ワークショップにおいて、次世代の薬剤師となる学生が考えた未来への思考と

コンピテンシーの観点を取り入れた。最後に、作成した【ディプロマ・ポリシー】から

【教育研究上の目的】を見直し、修正を加えて完成とした（図 3）。 

 

ⅢA 班 

セッション2「ディプロマポリシーに到達できる学習環境をデザインする」につい

て、III-A班ではディプロマポリシーを「基盤となる薬学の知識だけでなく、最新の化

学的情報・技能も習得し、それを活用して医療問題を解決する」として、グループデ

ィスカッションを行った結果のプロダクトは以下の通りである。 
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キャップストーンのＡ評価 

医療問題の本質を見抜き、基盤となる薬学の知識を駆使して最新の情報・技能を応用

することで問題を解決し、原著論文としてその成果を公表するとともに、他の分野との

関わりを見つけて発展させることができる。 

 

・医療問題を解決するために、1～6年を通して卒業研究が必要。 

・1～2年では卒業研究の入りとして、事前卒業研究、インターンシップとして実施。 

・3年次以降は各研究室にて、本格的に卒業研究を実施。 

・実務実習後の 6年におけるアドバンス実務実習が必要。 

・6年におけるアドバンス実務実習を見通して、3年の後期から実務実習を実施。 

・それに伴い事前学習も 3年の前期から開始することが必要。 

 

 10 年後の薬学教育を考えると、最新の化学的情報・技能も習得し、それを活用して医

療問題を解決するために、現在の教育に比べて、実務実習や卒業研究など多くの科目の

前倒しが必要。そのため 1～2 年の低学年から早期体験研究やインターンシップなどの

実施が必要。また、5～6年の高学年では、実務実習などで見出した問題を研究対象とし

て、原著論文として公表する能力が必要になる。 

 

ⅢB 班 

第二部セッション２では、学修成果の目標となるディプロマポリシーを作ろうというテ

ーマで議論を行った。その結果、以下の教育研究上の目的、ディプロマポリシーを考案

した。 

 

【教育研究上の目的】：社会の多様な変化に対応できる豊かな人間性を持つ薬剤師を育

成する。 

【ディプロマ・ポリシー】パフォーマンスとして記載 

１ 薬学専門知識を生かして、他の医療スタッフと連携して患者の思いに寄り添い、適

切な薬物治療を提供する。 

２ 最新の医療の情報を収集・分析・評価・駆使し、よりよい医療を提供する。 

３ 臨床の課題を解決するため、教育・研究を通し、社会に情報発信する 

 

2030 年には社会の変化も加速しているであろうという議論があり、「社会の多様な変化

に対応できる」という文章が入れられ、さらに、「豊かな人間性」がやはりベースにな

いと信頼される薬剤師にはなれないのではないかという議論の末、研究上の目的が決定

された。 
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ディプロマポリシーとしては、まず、基本的な薬剤師の業務として、薬学専門知識を生

かすことが求められるという意見が多かった。そのうえで、患者の思いに寄り添うこと

も必要だろうという意見があった。次に、卒業してからも最新の医療情報を駆使できる

ように、それらの収集、分析、評価ができることが盛り込まれた。この最新の情報には、

医薬品情報、医療機器の情報、最新機器の情報など、様々な医療関連の情報が含まれる

だろうという議論があった。さらに、臨床の課題を解決するための研究能力も必要とさ

れるだろうという意見が多かった。これには、基礎、臨床研究が含まれ、それらの結果

を論文として社会に発信することも必要だろうという議論になった。また、他の薬剤師

に対する教育能力も必要だろうという議論もあり、「教育・研究を通して」という文言

になった。 

 

ⅢC 班 

 第二部では、6年生過程の卒業時のアウトカムを考え（セッション１）、それをもとに

「教育研究上の目的」を文面化し、学生の学習成果の目標となるディプロマポリシーを

作成した（セッション２）。本報告書はセッション 2に関する報告書である。 

セッション２では、まずセッション１で KJ 法により抽出した「社会が望む薬剤師の

資質・能力」に関するプロダクトの見直しと整理を行い、それぞれの資質・能力の定義

を確認し、想定している場面や具体的な行動として観察できるものなどを共有した。例

えば「研究能力」といった場合に、それは試験管やフラスコを使った研究能力を指すの

か、臨床における研究を指すのか、両方を含むのか、といったような、個人で想起する

ものが異なる可能性があるものに関して共通認識を持って議論ができるように整理を

行った。この工程を通して、「問題解決能力」を各資質・能力の中心に置くことでコン

センサスが得られ、その後、それぞれの資質・能力の類似性や関係性を確認し、基盤と

なる資質・能力として「基礎知識」、「情報収集能力」、「倫理観」、「コミュニケーション

能力」を位置づけ、上位の資質・能力には「教育力」、「研究能力」、「薬学的主体性」と

いった社会に対するアウトプットになるものを置き、基盤となる資質・能力と上位の資

質・能力を結びつけるものとして「問題解決能力」、「社会適応能力」、「多職種との連携」、

「コミュニケーション活用力」、「新技術」を位置づけた。 

続いて上記のプロダクトをもとに「研究教育上の目的」を作成した。基盤となる資質・

能力とハブとなる資質・能力と上位の資質・能力を端的に表してまとめる方向で作業を

開始したが、なかなか要点をまとめきることができなかった。そこで視点を変えて、最

終的には上位の資質・能力を習得させることが目的であり、そのためには必然的にその

他の資質・能力は習得せざるを得ないであろうとの仮定を立てて、「研究教育上の目的」

としては上位の資質・能力の要素を反映させた内容を検討し、「変化する社会に適応で

きる、薬学的主体性、研究能力、教育力を持った薬剤師を養成する」という案が作成さ
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れた。最終的に我々のグループに特徴的な「薬学的主体性」というキーワードが広い意

味を有するとの見解から「薬学的主体性をもって研究、教育を行うことができる薬剤師

を養成する」を「研究教育上の目的」とすることで合意を得られた。 

ここまでの議論に基づいて、次にディプロマポリシーの作成に着手した。ここでは、

学生のうちに個人の能力として必ず習得してほしいものについては語尾を「～できる」

とし、薬剤師として経験値を積み働きながら際限なく高めていくべき能力については語

尾を「～するよう努める」や「～という努力ができる」とすることにして議論を進めた。

また、具体的なパフォーマンスを通して測定できるような内容の文面とすることに留意

した。文面を作成するにあたり、セッション１のプロダクトの具体的な中身を再度確認

し、１つのディプロマポリシーとして表現すべき資質・能力を精査して、最終的に５つ

のディプロマポリシーを作成した。 

 

 

【ディプロマ・ポリシー】パフォーマンスとして記載

1.薬学的主体性をもった適切な判断を行うために、基礎知識を習得し必要な
情報を収集した上で科学的な根拠に基づいた薬物治療を主体的に実践できる

2.多職種連携・チーム医療・地域との連携を主体的に構築・参画し、個人・
社会の顕在・潜在的ニーズに応えて問題解決のための提案ができる

3.世代・国籍によって価値観が異なることを理解し、倫理観を持って患者の
思いを傾聴し、薬学的主体性をもって判断を行い、コミュニケートできるよ
う努める

4. 薬学的主体性をもった教育（次世代を担う薬剤師を育成する能力）・

研究（基礎研究・臨床研究）を実践し、情報を適切に発信できる

【教育研究上の目的】:変化する社会に適応し、
薬学的主体性をもって社会貢献できる薬剤師を養成する

第2部セッション２ Ⅲ-C 班
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-3
-2

-1
0

1
2

成分1 (56.35%)

成
分
2 
(4
3.
65
%)

患者

臨床

衛生

前回

問題

実際

PBL

機会

接する

福祉

考え

解決

話す

方法
歯科

足りる

付く
発表

現場

直接

前

発見

人

練習
学ぶ

アドバイス

理解

調べる グループ
説明

成長

能力
分かる

緊張

情報 実行

ロールプレイ

改善

指摘

トリプルジャンプ
進める

取り組む
正しい

弱点
深める

頼る 身

自分 経験
気付く

知れる

活かす

付ける

思う

違う

知識

想定

勉強

課題
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